














要約:テレピは保護者・保育者の配慮によって、積極的関心・直接体験の契機となるなど

良い面もある。悪影響を軽減するため、幼少期からのけじめあるテレビ視聴習慣のしつけ、

好ましくない番組を家庭で遮断するシステム、模倣行動誘発特性に留意した番組制作、内

容のモニターシステムが望まれる。テレピゲームも良い面もあるが、眼の緊張・疲労、生

活体験の偏り防止のため、小児には自動的時間制限システムの組み込みが望まれる。マル

チメディアの普及に伴う問題も今後、検討を要す。


